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 諸資料から読み取った情報を基に歴史的事象   

の因果関係や影響を考察し、表現できる生徒 

の育成 
 ―ＡＢシートの使用と友人の意見を参考にして表現力を高める活 

動を通して― 

特別研修員 内山 一樹   

                        ××××××××××××× 

Ⅰ 研究テーマ設定の理由  

 

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説の地理歴史編の目標に、「地理や歴史に関わる事象

の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見

られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それ

らを基に議論したりする力を養う」とある。しかし、第３期群馬県教育振興基本計画では群馬県の

学生の現状として、「思考力・判断力・表現力等や学びに向かう力、人間性等を育むため、主体的

・対話的で深い学びの実現」が課題だとしている。 

本校の生徒は早い段階で総合的な学習の時間の中で取り組んでいることもあり、自分の意見をま

とめて発表することに慣れている。日頃から各教科の授業でも近くの友人と議論をし、意見をまと

めることを取り入れている。しかし、個々の生徒の意見を見てみると、因果関係や根拠となる理由

に言及していないことが多い。歴史的事象だけを切り取って全体を俯瞰していない。昨年度から全

生徒にICT端末が導入されたが、授業での理解を深めるために使用されている例は少ない。そこで、

表計算ソフトを活用して、考察した内容を客観視させることで、自分が作成した文章でどこが足り

なかったのかを確認し、諸資料から読み取った情報を基に歴史的事象の因果関係や影響を考察し表

現できる生徒を育成できると考え、本テーマを設定した。 

 

Ⅱ 研究内容 

 

 １ 研究構想図 
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２ 授業改善に向けた手立て       

手立て１ 歴史的事象を考察し、自分の表現力を高めることのできるＡＢシート（表計算ソフト） 

    の使用。 

手立て２ 共有した友人の意見を参考にして、自分自身の論述に手を加え、それをクラス全体及

び担当教諭と共有し、表現力を高める場を設定する。 

  手立て１のＡＢシートとは、表計算ソフトを用いて、自分の意見と他人の意見を共有し、表現力を

高めることを目的に作成したものである。ＡＢシートには「Before（まずは自分自身の意見を書いて

みよう）」という列と「After（他者の意見を参考にして改良してみよう）」という列を設定する。

まず、問いに対する自分の意見をまとめ、表計算ソフトに入力していく。この時に生徒全員がデータ

を共有し、編集できる状態にしてあるため、友人の意見は見ないで入力することを伝える。 

  手立て２では、「Before」で入力した意見と、共有した友人の意見を参考にして、「After」に改

良した意見を入力していく。問いが複数ある場合には、問いごとにタブを増やし、同じシートを作成

していく。さらに授業の最後にはまとめとして、自分の意見が「After」に変容した理由を、アンケ

ート作成ソフトに入力する。自分の意見を「Before」で述べ、他者の意見を共有することで、その他

者の意見を参考にしながら、主張の根拠を明確にし、「After」に変容させていくことによって、歴

史的事象の因果関係や影響について、高い思考力や表現力をもって考察できると考えた。 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

 

 １ 成果 

○ 高校生においては、パソコンを使って入力することには慣れているので、自分の意見を口頭で

発表することよりも表計算ソフトを用いた方が様々な意見が出るようになった。 

○ 表計算ソフトでは、リアルタイムで友人の意見を見ることができるので、自然と様々な意見を

共有し、他者との意見と比較する中で、根拠を探し、自分の意見を深めていこうとする姿勢が見

られた。 

○ 個々の意見を表計算ソフトに並べることによって意見の比較をすることができた。これによっ

て、資料を参考にして、歴史的事象の因果関係や影響について深く考察することができた。 

○ 諸資料から読み取った情報を基に歴史的事象の因果関係や影響を考察したことを根拠に、表現

できる生徒が増えた。 

 

２ 課題 

○ 自分の意見が「After」に変容した理由や根拠を、授業後にアンケート作成ソフトで振り返る方

法をとったが、より深い学びや根拠を明確にするためには、その場で表計算ソフトに新たな列

（「After」に変えた理由）を設定し、考察させることも必要である。ただし、考察するために多

くの時間を要するため、多くの問いを設定することが難しい。 

○ 表計算ソフトを用いて全員の意見を共有した時に、その中からいくつか意見を抽出し、全員で

その意見について話し合う方法もある。問いを多く設定すると「After」を作ることだけに一生懸

命になってしまっていた。問いを少なく設定して、何人かの意見を取り出して考察したことを根

拠にして、表現力を高めていくことも必要である。 

 

 

 

 

 

 

 



- 3 - 

・・実践例・・  

１ 単元名 「鎌倉文化」（第５学年・２学期） 

 

 ２ 本単元について 

本単元は、単元を貫く問いとして、鎌倉文化が庶民や武士に広まった理由について考察する。その

際、最初に思想・学問・芸術についてまとめ、鎌倉文化の特徴について理解する。そこから鎌倉仏教

に焦点を当てて鎌倉時代の情勢や前代の文化と比較し、鎌倉時代の仏教と前代の仏教の対立構造につ

いて考察する。様々な史料や図版を参考にしながら考察することで、仏教の共通点や相違点に気付く

ことができ、鎌倉文化の特徴について、多面的・多角的に考察することができる。 

以上のような考えから、本単元では以下のような指導計画を構想し実践した。 

目標
 

 

 鎌倉時代の文化について、諸資料を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。 
 ア 庶民や武士の活動が活発化し、新仏教が成立するなど、文化の新しい気運が生まれたことを理解 

する。                                                                  （知識及び技能） 
 イ 鎌倉文化の特徴について、前代の文化と比較し、当時の政治・社会の様子と関連付けながら考察 

する。                                                      （思考力、判断力、表現力等） 
 ウ 鎌倉文化に関連した様々な資料を基に、文化が人々に広まった理由を、他者の意見を参考にしな 

がら主体的に追究しようとする。                              （学びに向かう力、人間性等） 

評 

価 

規 

準 

(1) 庶民や武士の活動が活発化し、新仏教が成立するなど、文化の新しい気運が生まれたことを理解
している。                                                              （知識・技能） 

(2) 諸資料を基に、鎌倉文化の特徴について、前代の文化と比較し、当時の政治・社会の様子と関連
付けながら考察している。                                     （思考力・判断力・表現力） 

(3) 鎌倉文化に関連した様々な史料を基に、文化が人々に広まった理由を、他者の意見を参考にしな
がら主体的に追究しようとしている。                         （主体的に学習に取り組む態度） 

過程 時間 主な学習活動 

つかむ 第１時 
・鎌倉時代の政治や社会、外交の様子を想起し、鎌倉文化普及の理由を追究する意欲をも
つ。 
【単元を貫く問い】鎌倉文化が庶民や武士に広まった理由は何だろう。 

追究する 第２時 
・僧侶の著書や文学の特性、建築物の写真などを基に鎌倉文化の特徴をまとめる。 
・僧侶の活動によって庶民や武士を中心に鎌倉や京都などに文化が波及していくことを考
察する。 

まとめる 第３時 ・鎌倉仏教を担った僧侶に関係する史料を用いて、鎌倉文化が庶民や武士などに普及して
いった影響や歴史的事象の因果関係を考察する。 

 

 ３ 本時及び具体化した手立てについて 

  本時は全３時間計画の第３時に当たる。これまでに鎌倉文化の特徴について、政治・社会・外交な

どの側面を参考にして学習した。特に鎌倉仏教については、当時の庶民や武士等に広く広まったとい

うこともあり、各宗派の特徴を細かくまとめた。鎌倉時代以前の仏教については、奈良時代の南都仏

教や平安時代の密教・浄土信仰についても時代背景と共にその特徴を学んできた。 

  本時では、教科書に「旧仏教側からの非難が高まり、法然は土佐に流され、弟子たちも迫害を受け

ることになった」、「新仏教に共通する特色は、天台宗・真言宗をはじめ旧仏教の腐敗を批判」とい

う記載しかされていないことから、鎌倉仏教と旧仏教の特徴を、諸資料を基にして時代背景も含めて

比較して考察する活動を設定した。そこで意見交流の際に、自分の意見と友人の意見を比較する活動

を取り入れた。まず、自分の意見を述べる。次に、友人の意見と比較して、自分の意見を改良する。

最後にどのような根拠に基づいて自分の意見を改良したのか（改良しない場合も）を考察する。 

これらの活動を通して、生徒全員が諸資料から読み取ったことを自分の考えとしてまとめ、より深

く追究する活動を行うことができた。 

手立て１ 歴史的事象を考察し、自分の表現力を高めることのできるＡＢシート（表計算ソフト） 

    の使用。 

手立て２ 共有した友人の意見を参考にして、自分自身の論述に手を加え、それをクラス全体及び 

担当教諭と共有し、表現力を高める場を設定する。 
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 ４ 授業の実際 

  導入では、鎌倉仏教について一通り整理させた後、本時のめあてである「なぜ、『旧仏教』側が『新 

仏教』側を批判したのだろう」という問いを提示し、授業の流れを簡単に説明した。 

(1) ＡＢシート（表計算ソフト）の使用によって歴史的事象を考察する活動 

    まず、鎌倉仏教の資料として法然の『一枚起請文』、唯円の 

『歎異抄』、懐奘の『正法眼蔵随聞記』、貞慶の『興福寺奏状』 

（いずれも現代語訳）を提示した。鎌倉仏教では大きく他力門 

と自力門に分類され、他力門から二つ、自力門から一つ選んだ。 

また、旧仏教側で入手できた史料を一つ提示した。これは法然 

の専修念仏や新仏教全体について批判したものである。これら 

の史料を比較しながら問１「新仏教はなぜ、武士や庶民層に広 

く受け入れられたのだろうか」を提示した。新仏教が武士や庶民 

に広がったということは、旧仏教は武士や庶民に広がりにくか 

ったということである。ということはこの新     

旧の仏教の側面や歴史的背景を比較できれ                         

ば初めに提示した本時のめあてを探ることが

できるのではないかと考えた。今回は ICT 端

末の表計算ソフトを使用し、自分の意見を

「Before（青）」のセルに入力してもらった 

（図１）。このウェブブラウザ上の表計算ソフ

トに入力すると、教員と生徒全員が共有して

いるので、同じ画面に意見をすぐに集約する

ことができる。主題（何を問われているのか）

と条件に注意して日頃から文章を書いていたこと もあり、 

生徒は時間内に入力をすることができた（図２）。 

 

(2)  共有した友人の意見を参考にして、自分自身の論述に手を加え、それをクラス全体及び担当   

教諭と共有し、表現力を高める活動 

    この段階で画面の「Before（青）」の列には、共有されたクラス全員の論述が並んでいる。そし 

て、その意見を参考にして、自分自身の論述に手を加えて「After（赤）」のセルに入力してもらっ 

た。その際に同じ班で意見を交わすことによって、自分たちの班の意見だけではなく、他の人の意見 

についても意見を交わし、創意工夫を加えて自分自身の論述を改  

良することができた（図３）（図４）。このように「Before（青）」 

から「After（赤）」に改良することを、問２「旧仏教側はなぜ、  

新仏教側を批判したのだろうか」でも同様に行った。同じ班の友 

人と相談して一つの意見にする活動では、どうしても他人の意見 

に賛同することが多く、自分自身の意見を出さないことが多かっ 

た。しかし、今回は、同じ班の友人と相談することに加えて共有 

されたクラス全員の意見を共有された画面上で見ることによって、 

他者の意見を参考にして、主張の根拠を明確にしていく姿が見られ 

た（図５）。また、班での意見交流においても、教科書や図説に加えて、クラス全員の意見も話合い 

の材料となっていたので、質の高い話合いをすることができていた。最後に一人一人に、自宅でアン 

ケート作成ソフトに入力をしてもらい、なぜ改良するに至ったのかという根拠や、自己評価を詳し 

く振り返ってもらった（図６）。 

 

 

図１ ＡＢシートに入力している様子 

図２ 入力状況を確認している様子 

図３ 画面を見ながら班の友人と

意見を交わす様子 
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【Before】 

誰でも簡単にできて、旧仏教と比べて楽だから。 

 ↓ 

【After】 

旧仏教は来世への安堵と恐怖感によって民衆の心を呪縛したが、新仏教は比較的簡単にできるため民

衆に広まった。 

図４ 生徒の論述の変化例（問１） 

【Before】 

旧仏教が重んじていた戒律や仏教の教えを否定するような教えを示したことに納得がいかなかったか

ら。 

 ↓ 

【After】 

新仏教は手軽さを重視したゆえに旧仏教が重んじてきた鎮護国家思想や戒律を否定するような教えを

説いたことに納得がいかなかったから。 

図５ 生徒の論述の変化例（問２） 

 

図６ 本時の振り返りアンケート（一部） 

 

 ５ 考察 

  事後アンケートによると、自分では気付けなかったポイントを参考にした生徒や、「Before」を 

軸としてより深まりのある文章を考えた生徒が多かった。実際の授業やアンケート結果から分かる 

成果として、話合い活動の中でも他の生徒と意見を共有することによって、どのように文章を深め 

ていけばよいのかという思考が生まれ、表現力を高める活動となることができた。また、高校生段 

階ではパソコンを使って作業することも多く、パソコンに入力することの方が、口頭で伝えるより  

も自分の意見を表現しやすいという側面も見られた。また、あらかじめ班で話合いをする体制を作 

っておいたことで、ただシートに入力するだけでなく、他の意見やアドバイスを得ることができた。 

そのため、「After」のセルにより改良された自分自身の意見を論述することができたのだと感じ 

た。課題として、問いを２つ設定したため時間がかかり、一人一人の意見について生徒全員で振り 

返る機会を作ることができなかった。歴史的な見方・考え方を追究するためには、問いを１つに絞 

って、その「After」の意見が出揃ったところで意見を交わすことも必要である。もう１つは、自分  

自身の意見を改良する際に、どのような点を重視したかという問いを、事後アンケートで問うので  

はなく、授業の中で設定することで自己の考察の変容を見取らせることが必要であった。 

 

 

 

 

 



- 6 - 

 ６ 資料 

① 鎌倉仏教資料 

 

② ＡＢシート（表計算ソフト） 

 


